

































































termination codonを生じるが、イントロン 1内の MetをfirstMetと認識すると N端
が異なりエクソン 4以降が通常の蛋白と同じ構造をもっ蜜白を産生することになる。。こ
の場合、RalGDSfamilyに共通しているキナーゼ活性を持つと予測される CDC45ドメイ








































































































2. 発現が冗進していた遺伝子である DDM23は RalGDSfamilyに属する rasシグナルの
effectorであり、 RGL3と同一であった。骨肉腫の一部で発現が認められられたが、強制
発現による形質転換能は認められなかった。
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関4. ヒト骨肉腫切除組織におけるhDDM23/RGL3の発現.





















































































OS， osteosarcoma; C札chondrosarε0臨時 LS，liposarcoma (pleo臨orphic
or dedifferentiated); MFH，臨alignantnbrous histiocyto臨a，;LMSヲ
leiomyosarcoma; SS， synovial sarcoma; MPNST， maligna盟tperipheral 
nerve sheath tumor. 
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